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県労連第1回幹事団交渉報告
月例給・一時金引上げは明言せず、55歳超昇給抑制、独自号給廃止を提案
再任用職員の一時金引上げ！「同一労働同一賃金」の観点で臨任・非常勤職員の処遇改善を！
県労連は10月28日（月）、副知事回答交渉に続き第1回幹事団交渉を行い、労務当局との具体的な交渉を開始しました。（詳細は裏面参照）
毎度おなじみの「財源不足」です！

交渉冒頭、大久保労務担当局長は、「人事委員会勧告は、労働基本権の代償措置であり、その内容は尊重すべきであり、6年連続の引き上げ勧告には、職員の期待も大きい。また、職員のモチベーションの向上や多彩で優秀な人材の確保の観点もある。」としながら、「例年以上に厳しい財源不足」「県民に対する説明責任、透明性の確保」を理由に、「互いに知恵を絞り、自主交渉・自主決着を基本に、誠意をもって真摯に話し合っていきたい。」と述べるにとどめ、月例給・一時金の引上げについては明言しませんでした。

若年層いじめの住居手当の改悪を提案
一方で、事実上の引下げとなる住居手当については、「勧告を踏まえ、国に合わせて改定」を提案。大幅に引き下げとなる層（最大4,000円）には、「国と同様の経過措置（減額が2,000円を超える職員は1年間の所要の措置）を設ける」と引下げ勧告だけは実施するという身勝手な提案をしました。

高齢職員いじめの2課題を提案
当局は、「定年引上げを進めるために、国を上回る措置は是正したい。」とし次の2課題を提案しました。

（１）55歳超の昇給

　国は55歳超の職員は、標準は昇給無。特に優秀が1号。極めて優秀が2号だ。本県は良好が1号。特に優秀・極めて優秀が2号。国準拠としたい。

（２）給料表の独自号給の廃止

　国と同様の給料表を使用している43県中21県は国を上回る号給はない。定年引上げにあたって総務省から「強い指導」を受けている。廃止したい。
県労連幹事からの発言
〇何年か前の確定交渉で当局から、改善されない理由として「税収が減った時にはその分交付税が増額されるが、税収が増えてもその分交付税が削減される。」との回答があった。税収が減るのであれば、その分交付税が措置されるのではないか？また、当局は歳出増の原因として、医療・介護費等をあげているが、その分は今回増税された消費税で賄えるのではないか？安倍首相は「今後10年～20年は消費増税の必要はない」と言っている。今後の医療・介護費等の伸びは十分対応できるはずだ。

〇55歳超の昇給抑制は、「高齢層が民間より高い」というのが国の理由で、神奈川においては数年前に人事委員会が「神奈川においてはそのような状況ではない。」としたもので抑制する根拠はない。

〇独自号給については、知事部局で約7,400人中、約1,500人が該当者で、1万円を超える減額になる者もいる。実態を無視したもので到底容認できない。

〇総務省の「強い指導」というのは、地方自治に対する介入であり、産別を通じて相応の対応をする。
〇災害の多発を踏まえ、退勤時特休、迂回通勤の実費弁償、オンコール手当など必要な措置をすべき。

〇年度途中で異動して混乱することがないように、人事異動時期を4月に統一すべきだ。

〇内示や打診を1か月程度前倒しすべき。十分異動準備もできるし、通勤手当の早期支給も可能となる。
〇出産が予定日より遅れる場合に対応できるよう、産前休暇対応についても、臨任を配置すべき。

〇分限条例について、交通事故以外の業務上の事故等についても、失職の例外とすべき。

〇住居手当について、引き下げで新たな較差が生まれる。どのようにして埋めるのか。

〇災害対応については、義務制でも改善を。

〇男性の育休取得を促進するための方策を。

〇臨任職員の給与の上限は、マニュアルどおり廃止を。
県労連第１回幹事団交渉内容
	課　　題
	県労連の要求・主張
	当局の回答・逆提案

	基本姿勢
	・本年の給与勧告は、月例給・一時金ともに６年連続の引上げ勧告となり、組合員の期待は高まっている。
・しかし、公務・公共サービスの役割が一層高まる中、各現場で日々業務遂行に精励している組合員からすれば、まだまだ生活改善や向上につながる引上げになっていない実情がある。
	・県財政が厳しい状況にあることに変わりはない。全庁一丸となって、
歳入の確保と徹底的な歳出削減に取り組まなければならない。
・公務員の処遇には強い関心が持たれ、人件費の扱いについては議会も注目している。透明性、説明責任がより一層求められる。
・「自主交渉・自主決着」の立場を基本に、十分な議論を行いたい。

	基本賃金
一時金
諸手当等
	・基本賃金についてはすべての職員の生活改善につながる水準に引き上げること。
・公民較差については、財源確保などの前提条件をつけることなく全て解消すること。
・再任用職員の一時金について引き上げること。
・一時金の引き上げ分は期末手当に配分すること。
・住居手当については、不利益となる家賃額の下限の引き上げを行わないこと。
・公務職場への人材確保の視点から、初任給決定基準の改善を図り、すべての給料表で初任給を４号給引き上げること。
・通勤手当についてはすみやかに全額支給とするとともに、経路や時間を含んだ通勤手当の認定条件の改善及び新幹線・高速道路利用通勤の認定要件の改善を図ること。また、認定にあたっては本人申請を基本とし、経済性のみを優先した不合理な認定を行わないこと。
・災害等で認定されている通勤経路を変更せざるを得ない場合は、短期間であっても実費弁償できるよう制度を整備すること。
・「オンコール手当」の新設及び呼び出し時から勤務とすること。
・危機事象等による参集については出発時から勤務とし、旅費、手当を完全に支給すること。
	・人事委員会勧告（月例給440円・0.11％引上げ、一時金0.05月引上げ）の尊重は基本と考えるが、厳しい財政状況がある中、今後の交渉において、課題全体の中で話し合っていきたい。
・勤勉手当の成績率については、話せる段階にない。一時金の月数を改定する場合には、勤勉手当の趣旨に沿ったものにすべきである。人事委員会勧告にあるように、6月期と12月期の配分は国と同様に均等となるよう講ずべき。話し合っていきたい。
・住居手当は国との均衡を考慮し、人勧のとおり支給対象となる家賃額の下限を4,000引上げるが、最高支給限度額の改定は行わない。なお、手当の減額幅が大きい職員については、激変緩和のため1年間の経過措置（減額が2,000円を超える職員）を設ける。
・55歳超の職員の昇給について、現行は良好が1号、特に優秀・極めて優秀が2号のところだが、国準拠とし、特に優秀が1号、極めて優秀が2号のところとする。
・定年引上げに当たり総務省から強い指導を受けていることから、給料表の独自号給を廃止したい。

	働き方改革
	・時間外勤務の縮減、業務量に応じた人員の確保、業務見直しなど、具体的方策を講ずること。
・職場環境の改善と時間外勤務手当の必要な財源を確保し、不払い残業等を撲滅すること。
・上限月45時間・年間360時間の時間外労働の上限規制を確実に遵守し、その検証を行うこと。
・テレワークやサテライトオフィスについて、利用実態を検証し、必要な条件整備をはかること。
・終業時刻から始業時刻までの間に一定時間以上の休息時間を設ける「勤務間インターバル制度」の導入を検討すること。
・教職員の休憩時間の確保に向けた方策を講ずること。
・教員の年間を通じた変形労働時間の導入を行わないこと。
	・この間の働き方改革の取組みにより、長時間労働の是正に向けた一定の効果は見られるが、月 80 時間超の職員ゼロ等の数値目標は依然達成できていないことから、10月21日の働き方改革推進本部調整部会で再度取組みの進め方を徹底したところである。
・会計監査事務、議会・庶務事務のあり方について、引き続き検討するとともに、業務改善に向けてRPAを積極的に活用していく。
・職員の多様で柔軟な働き方を促進するため、在宅勤務やサテライトオフィスなどの「テレワーク」を推進していく。
・柔軟な勤務時間の設定について、本人に不利益が及ばない範囲で早朝・夜間に勤務時間が割り振れる制度の導入を改めて追求したい。

	休暇制度の充実・改善
	・不妊治療に係る休暇取得状況の調査を行い、仕事と不妊治療の両立に向けた不妊治療休業となるような制度の導入を検討すること。
・介護短時間勤務制度を導入すること。
	・夏季休暇の拡充は国等との均衡から困難。
・忌引休暇の県独自の加算は困難。

	大規模災害時等における対応
	・公共交通機関による通勤に大きな支障が生じた際、迂回通勤等によって費用が生じた場合における保障を行うこと。また、計画運休等に対応するための退勤時における特別休暇制度を確立すること。
	・先般の台風においては、防災対策担当所属のみならず、全庁対応となった。今後も同様の事態が予想されることから全庁の課題として考えたい。

	ハラスメント
	・法改正をふまえ、防止指針や啓発冊子を見直すこと。その際に、セクシャルハラスメントをはじめ、妊娠・出産・子育て・介護に対するハラスメントの防止対策を強化すること。
	・今年6月にパワーハラスメント対策が法制化されるとともに、セクシャルハラスメント等の防止対策も強化されたことから、管理職への研修を実施するなど、より一層取組みを強化する。

	人材確保
	・人材確保の観点から、県職員の合格者向け説明会や採用予定者説明会等に参加する際、旅費等を支給すること。
	・言及なし

	再任用職員
	・扶養・住居手当などの生活関連手当を支給すること。
・一時金の支給月数について常勤と同様にすること。
・短時間再任用職員の格付けを行（１）４級相当とすること。
	・言及なし

	臨任・非常勤職員の労働条件改善
	・臨時的任用職員における、いわゆる「初号制限」の撤廃など、賃金・諸手当を常勤職員と同様となるよう改善すること。
・休暇制度や福利厚生を常勤職員と同様に改善すること。
・会計年度任用職員の再度の任用に関することや、雇用、賃金、格付け、労働条件について引き続き改善していくこと。
・常勤と異なる休暇・休業制度は協議に基づき改善していくこと。
・継続雇用に努めるとともに、雇用更新年限を設定しないこと。また、いわゆるパートタイム労働法の主旨を踏まえ、正規職員への転換措置を講じること。
・報酬の支給を当月払いとすること。
	・平成30年10月に総務省が出した事務処理マニュアルでは、臨時的任用職員の下位級格付けや上限設定は改善すべきとされているが、この場合10億円程度の予算が必要となるため、対応に苦慮している。
・現在の4分の3非常勤職員等の給与改定については、現行同様翌年4月としたい。
・非常勤職員の夏季休暇については、人勧に従い新設することとし、日数や条件等は今後検討したい。その他の休暇については、「同一労働同一賃金」ガイドラインの民間の措置状況を注視の上検討したい。

	障害者雇用
	・今後の障害者雇用のあり方について、労使で検討すること。また、職場介助者など適切な配慮を行うこと。
	・障害者雇用の促進に向け、活躍推進や採用のための体制整備に取り組んでおり、今後は当事者も入れた検討会を立ち上げる予定。

	分限条例
	・分限条例の例外事項に交通事故以外も情状を考慮する範囲とすること。
	・人事課に要望を伝える。


自治労県職労中間説明会に参加を！

◇日時　10月30日（水）18時30分から

◇会場　県労連会議室（本庁舎地下）
10月30日(水)　支部代交渉

11月 1 日(金)　第2回幹事団交渉
11月 7 日(木)　第3回幹事団交渉

18時30分から 県労連総決起集会
　　　　　　　  横浜市社会福祉センター（桜木町）
11月11日(月)　決議文手交
11月13日(水)　最終幹事団交渉　拡大評議委員会
11月15日(金)　戦術配置


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































